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cmに節の下で南角に鋭利な刃物で切断する｡ 節間から

でもよく発根する植物は節の上部か ら切断しても託し支

えはなV.｡井は挿木休に揃 される部分､つまり下半分を

除去 し､上部の難は挿木後､しおれなV,ように充分滞度

をlh放 せることができれば切断しない方がよいが､普通

の訂拝など設備がととの ってなV,場合には､萎れること

7')多いから､RJ:の先端1/2-1/3を切断するo唯はなる

べ く多V'万力抵物体中の柄物ホルモンの絹の多 く､よく

発根 し､所新得の/1三石も早い｡

落雅樹は一般に冬期叶.前年中に4:A.育 した板が川い られ

るが､ザ クロ､サルスペ ソなど､古枝からでも発根する

ものは 2.3年生の枝も用いられるまた新茎が一時生長を

停止した暗､梅雨挿､秋拝も行なわれる｡

lip.1緑樹は春期1､新芽か柄発に4:I.長を始めるFf.前に立て

も行なわれるが､多 くは新村の生育が一陣停止し､次期

の生長を開始しない内が適当である｡

挿穂の長 さは種類､挿木法などにより異なるのがよい

がバンジpウ､ザ クロ､-クチョウ､ゲ､シダレヤナギ

などの部分か らでも発根するものは､切断部によって発

根に若紫.は な く､一帖 に多く=Yf#lIする場合には節のIfil''

から切断されるO (友 寄 長 重)

仙 こ本誌1962iF12月-3(No.85)で ウイルスの定題と

大きさ､ブ伊状などについて閏判 こ糾介致 しましたが,今

luHよウイルス痛J)病徴とrL灘 ノj一株などについて泌 三､.ノ

イルス病診断の--LH]よしたV,,,

1.病 徴

植物ウイルス柄J)航徴 よ気象条件､肥料条件､品種TJ

よびウイルスの系統などによって射 ヒがある｡また-一つ

の植物に異な ったウイルスの感染によっても数似の梗状

をfiiわすので病Sr之のみによる診断はかなりrJq好である｡

しか しウイルス蝋 よ特有な病'班を呈するので､iLT.1熟す)1.

は)Jg:胤 こよるウイルス病の診断は必ら-fLもr]､欄Eではな

い.∴/̂こにウイルス病の干な病徴をJ二ける｡

1.モザイク症耳犬

モザイク柾状はウイルス病の中で もっとも多い病徴で､

tV壬､ときに事､まれに果つさの緑色がlir'分的に槌禄 して濃

紺ヒ (膨れ 卜.る)とi'6:-緑色～J7年色の部分と机入りTTLAlて

､すなわち地rXl状のljF紋となるOモザイクは購 読色～英

Trl.の条裸､''L.-J=令にL､'h'1となる黄17ト 緑色を完全に')JLつ

(6)

た白色､槌緑部が脈閃だけの脈間また葉脈遷化や脈辺濃

緑などがある｡

同 一柄物のモザイク病がt.L.tなった2種のウイルスがとrr-

動にまたは複fTL感fたする場合かあ って､しかり溺牧も数

似するので､V,守れDウイルスにたるかはむ-揮 ､Lv,0

例えばウE)斯Dモザイク拭 i-キウ)) モザイク ウイル

スによる場合とカポ fヤ モザイク T')イルによるtll.[㌻

とがある｡また トマ トや タバコのモザイク病tl､キウリ

モザ イク ウイルスとタバコ モザイク ウイルスによ

る喝合とがある｡ 卜77E科的物も2､3の ウイ/レスによ

ることが細られて小吏す｡モザ イク状は遊脚 勺な朗入り

や養分次乏症と区別しにくいが､多 くのモザイク鳳よ汁

液(L灘 が可能であるから､旭物に控秤することによって

早tE71にfjtJ;L'できろO-部のウイルス柄で.-i確 定植物が決

まってV,る｡

(タ/ヾコのモザイク病､キウリのモザイク病､ トマ ト

のモザイク病)

2 1黄 化 :植物J)-･ltlr,または乍t本がJt{72'する病徴で遊分

欠乏そU)他いろV,ろなILJL.;札 こよって削 減rIなま調)こ力起 き



るが､ウイルスによる場合は萎縮､遊生などの病徴を伴

うので区別できます｡ このような病徴を示すウイルス病

は主に虫媒伝染するもので､特にヨコノミィ､ウンカ類に

よるものが多V'｡

(エゾギクの萎黄病､イネの黄萎病)

3､葉や花の奇形 ‥集脈間が凸凹になる捲綿状､輩がち

りめん状になるれん葉状､集が縮んだりそりかえ った り

する縮葉状､集録が上方に巻きあがる葉わん状や築内部

が消失して歯羊葉状や極細 くなって糸葉状がある｡その

他､種 様々々な奇形葉があります｡

花弁やガクの裂開､サツマイモの天狗巣病やマメ類の

ある種のウイルス病では花が業に変るなどの奇形花があ

る｡また花弁が部分的に礎色､増色して見入となるoそ

の昔 ･由欧にこなV,てはチ-ユーリップのモザイク病 (花

弁に二艶入)が重宝がられ高価で売れた記録がある.

(ジャガイモの築港病､れん葉病､チューリップのモ

ザイク病､サツマイモの天狗巣病)

4､発育不良と異常発育 :植物はウイルスの感染によっ

て生育が阻苫されたり異常に生育する場合があるO前者

は節闇が短く､草丈低くわい生､壬載弱となり､葉も小さ

<なって全身的に萎縮する｡後者は反対にわい生材弱な

茎葉を多数生じて顎生となる場合､また楼弱な茎業 が沢

山できて､V,わゆる天狗巣状となる場合がある.その他

に根や腰柄に王求形の風rBを生じた り､また集の裏面に耳

状小葉のできるわい状突起や濃の主脈の先端が突出する

葉状糸状突起などの症状がある｡

5､等死 :組織の一部が絶滅してかつ変する病徴で一般

に集や茎に現われるが､塊茎 (ジャガイモ)の肉質に現

われる場合かある｡

壊死の形状には斑点､ 塊状､ 輪紋などがあるoウイル

スも特定の植物に汁液接種することによって接種した集

に壊死斑点が現われることが多>､｡例えばタバコモザイ

クウイルスはグチノーザ (野生タバコ)やインゲン ト､

またキウリモザイクウイルスはソラマメやササゲに接種

数日後に局部的に病児が現われるのでウイルス検定に好

都合である｡

(ジャガイモの壌痘モザイク病､タバコ羊斑】重症病)

2.伝 染 方 ∋云

ウイルスは接木､汁液､接触､虫媒､土壁､種子､花粉

などによって伝染するが､単一の方法で伝染するウイル

スもあれば､2､3の方法で伝染するウイルスがある｡

1､接木伝染 :ほとんどすべてのウイルスは接木伝染が

可能である｡他の方法では困難なウイルスでも接木によ

って伝染することが多い.殊に果樹や駒木のウイルス病

は接木によってのみ伝染することがある｡しかし接木に

よって発庸する病徴と他の方法による病徴とは必らずL

も同一ではないo この事は接木によって､一株に多是の

ウイルスが導入されることによる差異だと考えられる｡

一般に草木では割接､呼接､ 塊茎､ 塊根や鱗茎では

芯接 樹木では芽接が用V,られている.また接木不可能

な植物間ではネナシカズラ属の寄生植物を用いて健病植

物の通道組織間を橋渡しする方法がある｡

(モモの萎黄病､キリの天狗巣病)

2､汁液伝染 :病植物の汁液によって伝染する方法で植

物ウイルスの約半数がこの方法によって伝染される｡ウ

イルスは主として寄生植物の傷口から侵入して感染する

が､無傷の場合は殆んど感染しなV,｡そのため汁液接種

訊幹ではカーボランダム (炭化ケイ素の粉末)を斐面に

ふりかけて接種する｡

ウイルスは他の植物疾病の原因となる細菌､菌類とは

異なって､ウイルス自身で植物休内に侵入する能力はな

く､他の媒介によって受動的に侵入して感染するO-刺

全株がモザイク病にかかっている惨状のタバコや トマ ト

畑を見ることがあるが､これは感染力の強いタバコモザ

イクウイルスによる モザイク病で移植､摘芯､摘 果な

どの作業に手や器具にウイルスが付着して感染する場合

がある｡ またこのウイルスは製品タバコでも50年間も

活性を失わなかった記録がある｡それ故､タ/くコや トマ

トの手人には特に手を活況するように注意する｡

(トマ トのモザイク病､タバコのモザイク病F)

3､接触伝染 .･植物か茎葉が病植物に政触あるいは摩擦

で感染する場合である｡圃場に患V,ては､ この方法で伝

染するものは汁液伝染が可百㌢だ強力なウイルス､しかも

(10ページにつづく)
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(7ページよりつづ く)

発病株のウイルス氾度の相当高いことが条件である｡

(タバコモザイク､ウイルス､ジャガイモⅩウイルス)

4､虫等味伝染 :昆虫の媒介によって伝染するウイルス病

はきわめて多く､植物ウイルスの約半数はこの方法によ

る｡ 今日､約100種の媒介虫が知られているが､その約

90%以上は吸収口を有するものであ って岨しゃく口を有

する昆虫は少ない｡ 多 くは1種､ときに数種の昆虫によ

って伝染されるが､例外としてタマネギの黄萎病はアブ

ラムシ､ヨコバイなど53稀やサ トウダイコンのモザイク

病はアブラムシの15種が知られている｡またモモアカア

ブラムシは約30-50種類､ワタ7プラムシは約10数稽類

のウイルスを媒介するとV､われてV,る｡

虫朕伝染には永轍 勺ウイルスと非永続的ウイルスの 2

つの雅があるo前者は吸収されたウイルスか--定期間を

虫体内で経過しなければ植物体内に感染しなV場合でヨ

コバイ､ウソカ類による伝攻がこれに属するoまた後者は

昆虫が一時的に取り入れたウイルスをただちに健全植物

に感染し得る場合で主として了プラムシによる伝染がこ

の型に鮎する｡特にヨコバイ､ウンカ類によって伝播さ

れるウイルスは虫体内増殖､経卵伝染が知られている｡

(ダイコンのモザイク病､ユリのモザイク病､ジャガ

イモの天狗巣病､イネの萎縮病)

5､土坊伝染 ‥土壌中に存在するウイルスによって地物

の地T部から感染する方法である｡

(ムギの萎縮病､コムギの稿萎綻病)

6､花粉伝染 :病植物の花粉によって伝教する方法であ

る｡

(インゲンのモザイク病､ジャガイモの賃痘モザイク

病 )

7､種子伝染 ‥病植物の種子によって伝染する方法でマ

メ科の植物に多くみられる｡

(ダイズ､インゲン､アズキ､サザケのモザイク病)

(与 那 覇 哲 舞 )
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